
理学療法学科 専門

関節病理学授業科目

理学対象学科３対象学年【担当教員名】

田崎 洋光 必修必修･選択後期開講時期

15時間数１単位数

【概要・一般目標：GIO】

リハビリテーション医療の中で、関節の病変を原因とした疾患や関節可動障害（関節拘縮）は多くの症例にみられる．本講義では、

関節の病変、特に関節拘縮の病態、予防や治療について理解を深めることを目的とする。関節可動障害における様々な病態を理解す

るとともに、適切な治療方法について理解できるように関節の可動障害に焦点をあて講義を行う。

【学習目標・行動目標：SBO】

運動器障害にみられる合併症の一つに関節可動障害（関節拘縮）がある。関節可動障害は運動を阻害し、活動性を著しく妨げるため

にリハビリテーション治療の成功の鍵を握るといっても過言ではない。一方、関節可動障害の頻度は高く、予防の難しさも示唆され

ている。関節可動障害の基礎となる機能解剖、運動学などを理解した上で、関節の病変について知識を深める。関節可動障害に対す

る適切なリハビリテーションアプローチが行えるよう基礎医学の知識を深め、適切なリハビリテーションアプローチが遂行できるよ

うに理解を深めることを目標とする。

学習方法・学習課題
備考・担当教員

SBO
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授業計画・学習の主題
回
数

講義関節の病変と関節可動障害１

講義関節可動障害の病理と病態（１）２

講義関節可動障害の病理と病態（２）３

講義関節可動障害の治療４

講義廃用性筋萎縮の病態５

講義廃用性筋萎縮の治療６

講義痛覚過敏の病態と治療７

講義まとめ８
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【履修上の留意点】【評価方法】

出席，受講態度，試験結果などを併せて総合的

に評価する。




